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池島政広先生は，平成３０（２０１８）年３月３１日をもって，亜細亜大学経営学部を，定年でご退
職されます。４０有余年の長きにわたって，経営学部のみならず，亜細亜大学全体が繁栄する基
盤をお築きいただいたことに，心からの敬意と感謝を捧げたく存じます。
池島先生は，昭和４５（１９７０）年３月に慶應義塾大学商学部をご卒業された後，同大学大学院
商学研究科経営学専攻に進学され，修士課程，博士課程を修められました。博士課程在学中の昭
和４８（１９７３）年９月には，亜細亜大学経営学部助手に就任され，その後，昭和５１（１９７６）年４
月に専任講師，昭和５４（１９７９）年４月に助教授，昭和６０（１９８５）年４月からは教授として，亜
細亜大学経営学部の教育をリードしてこられました。
その間，平成１５（２００３）年１０月から平成１８（２００６）年９月までの３年間および平成２４
（２０１２）年１０月から平成２７（２０１５）年９月までの３年間，合わせて６年の間，池島先生は，本
学学長として，亜細亜大学全体を力強く導いてくださいました。１回目の学長の際には，他大学
に先駆けて産学公連携を推進して地域社会に貢献し，武蔵野地域の方々と学生が一緒に学ぶ「街
づくり未来塾」の正規科目を立ち上げられました。さらに本学の使命に基づいて新たな大学院
「アジア・国際経営戦略研究科」を創られました。また２回目の学長の際には，本学にとって四
半世紀ぶりの新学部である「都市創造学部」を創設されました。学長でおられた間以外でも，大
学院アジア・国際経営戦略研究科委員長，大学院経営学研究科委員長，副学長，教務委員長，経
営学部教務主任などの要職を歴任され，常にわれわれの前にあって，陣頭指揮をとってこられま
した。今日の亜細亜大学があるのは，池島先生のご尽力の賜物であると言っても過言ではありま
せん。
本学のキャンパスの外でも，千葉大学法経学部や，国際基督教大学教養学部でも教鞭をとら
れ，分け隔てなくあらゆる学生たちを暖かく指導してこられました。池島先生は，大学全体の優
れたリーダーであったばかりではなく，素晴らしい教育者でもあられました。
池島先生は社会貢献活動にも情熱をもって取り組まれてきました。昭和４９（１９７４）年４月か
ら通産省産業政策局企業経営力委員会委員（平成１４（２００２）年３月まで），平成１１（１９９９）年５
月から通産省産業技術審議会専門委員（平成１３（２００１）年４月まで），平成１２（２０００）年６月か
ら石油公団石油・天然ガス開発技術委員会研究評価専門委員会委員（平成１６（２００４）年２月ま
で），平成１４（２００２）年３月から東京都商工会連合会産学公連携推進研究会副委員長（平成１６
（２００４）年９月まで），平成１６（２００４）年１０月から同研究会委員長（平成１８年（２００６）年３月
まで），平成１７年（２００５）年２月から経済産業省産業構造審議会の経営・知的資産小委員会委員
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長を務められました（平成２５（２０１３）年３月まで）。平成１６（２００４）年４月より現在まで，独立
行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構の業務評価委員会の委員長として，日本にとって極め
て大事な資源・エネルギーの問題にも取り組まれております。平成２２（２０１０）年５月から経済
産業省「国際資源開発人材育成事業」委託採択審査委員会委員（平成２４（２０１２）年３月まで）
など，わが国の経済政策を担ってきた数々の公的機関の活動に参加され，大きな成果を上げてこ
られました。また，若い頃から地域への貢献活動にも携われ，現在でも三鷹市商工振興対策審議
会会長（平成２５年（２０１３）２月から現在まで）としてご活躍されています。池島先生は，日本
学術会議会員推薦人（平成１２（２０００）年５月から平成１３（２００１）年４月），研究・技術計画学会
会長（平成２２（２０１０）年１０月から平成２３（２０１１）年９月まで），同２３（２０１１）年１０月から顧
問（現在まで）など，学会でも大きな仕事をしてこられました。
これだけでも私から見れば驚くべき仕事量でありますが，更に，日本の私立大学全体の在り方
をも示し続けていらっしゃいました。平成１９（２００７）年２月には日本私学経営活性化協会副会
長（平成２０（２００８）年９月まで）に就任され，平成２０（２００８）年１０月には同協会会長（平成
２３（２０１１）年３月まで），平成２６（２０１４）年１１月からは一般社団法人日本私立大学連盟理事
（平成２７年（２０１５）９月まで）など，私立大学が大学の中心を成しているわが国において，その
中核を担い続けてこられました。
池島先生は研究にも大変熱心でいらっしゃいました。通産省産業政策局が主導して出版された
『新しい経営力指標』（『総合経営力指標』）シリーズでは，昭和５１（１９７６）年刊行の『昭和５１年
版新しい経営力指標』から，経済産業省経済産業政策局編『総合経営力指標（小売業編），（製造
業編）』に至るまで，日本企業の業績に関連する経営要因を四半世紀にわたって調査研究され，
大きな成果を残してこられました。平成１１（１９９９）年には，博士論文として『戦略と研究開発
の統合メカニズム』を書かれました。これらを含め，共著書は３９冊にも及び，論文数は３０本に
も達します。
池島先生というと，いつも多くの大学院生達に囲まれながら，人懐っこい笑顔を浮かべて，優
しい言葉で語っておられた様子が思い浮かびます。池島先生は大学院教育には本当に力を入れて
おられました。大学院の留学生教育にも熱心に取り組まれ，現在でも公益財団法人とうきゅう留
学生奨学財団の評議員としての仕事を続けられています。公務，学務でお忙しい中，次世代の研
究者・教育者をしっかり育てようとされる池島先生の熱意は，世代を越えて，シンボリックな存
在として亜細亜大学にしっかり根付いているものと確信しております。
池島政広先生，長きにわたってご指導をいただき，まことにありがとうございました。これか
らの先生のますますのご活躍とご健勝を，心より祈念申し上げます。
（平成３０年１月吉日）
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